

























































































































































































































































ラと見ています。 複数 57％ 44％
お宅に来たお子さんの友達と、お子さんのおもちゃを取り合っ
ています。 単数 21％ 22％
今日は運動会です。子どもたちの玉入れが始まりました。しか
しあなたのお子さんだけが一緒にやろうとしません。 複数 16％ 11％
近所の人にお菓子をもらいました。お子さんは黙っています。 単数 3％ 11％
子どもとその保護者が集まる公園で､お子さんがあなたにやた
らと抱きついてきます。 複数 48％ 33％６
最も高い割合と、最も低い割合の差 ～ 57%-3%=5４ 44%-11%=3３
【結果】
金沢市内での回答のみにある表現
．今日は運動会ですα子どもたちの玉入れが始まりました。しかしあなたのお子さんだけが
一緒にやろうとしません。
→「がんばれ－１１」という表現。
ドイツ学園での回答のみにある表現
･病院内でお子さんが騒いでいます。周りの人がこちらをチラチラと見ています。
→「あなたならもうちょっと静かに遊べるでしよ？」という表現。
4．結論
(曰本）周りの期待に配慮し、それに従う人間
(ドイツ）自分で考え、それを基準に判断する人間
:禰壹瀧腰鰯臓｝説を蜘
競鰯旨蝋辮も鰯|…
今回の分析結果から判断するかぎり、「理想的」人間像の仮説は立証されたと言っていい
だろう。それぞれの特徴をみると、金沢市内は外的基準の発話、そしてドイツ学園は内的基
準の発話ということができそうだ。
本研究は、具体的なしつけ言葉の収集に始まり、言語学的な分析を行った。しかし、それ
に留まらず、通念の解明といった社会的な問題へと関心が広がっている。その点で、長期的
に続けていく価値のある研究であるといえるだろう。
今回の調査は、日独の「理想的」人間像を検証するために、ある限られた地域内の限られた
対象で調査を行った。しかし、この調査結果が、日本全般、そしてドイツ全体について一般的
に妥当するかどうかは分からない。とくにドイツに関しては、今回は日本にあるドイツ学園で
調査を実施したが、本来ならばドイツに出張して行うべきだったと考える。これらを反省点と
し、日本ではさらに広い範囲の調査、そしてドイツでは現地の調査の実施を今後の課題とする。
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